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愛
媛
県
体
育
協
会
で
は
、
子
規
の
野
球
殿
堂
入
り
を
記
念
し
て
、
「
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
」
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
俳
句
大
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
接
し
て
得
ら
れ
る
感
動
や
と
き
め
き
、
そ
し
て
共
感
を
俳
句
に
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
の
普
及
を
狙
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
本
年
で

十
三
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
応
募
い
た
だ
い
た
俳
句
は
、
一
般
の
部
で
二
千
二
百
六
十
三
句
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
一
千
二
百
三
十
六
句
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
は
四

十
六
点
（
計
三
千
五
百
四
十
五
句
・
作
品
）
も
の
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
的
に
も
全
国
四
十
二
都
道
府
県
か
ら
の

応
募
が
あ
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
と
い
う
文
化
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
に
浸
透
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

　

第
十
三
回
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
に
投
句
い
た
だ
い
た
作
品
は
い
ず
れ
も
優
れ
て
お
り
ま
し
て
、
選
考
委
員
の
先
生
方
の
苦
労
が
う
か

が
え
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
応
募
者
の
皆
様
方
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
見
事
受
賞
さ
れ
ま
し
た

皆
様
方
に
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン
お
よ
び
俳
句
や
写
真
愛
好
者
の
皆
様
に
は
、
俳
句
王
国
・
愛
媛

発
の
「
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
足
を
運
ば
れ
て
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
作
品

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
「
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
」
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
の
は
、
愛
媛
県
俳
句
協
会
を
は

じ
め
、
報
道
関
係
団
体
、
有
名
ホ
テ
ル
、
有
名
菓
子
舗
、
こ
の
他
に
も
協
力
・
協
賛
・
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物
で

あ
り
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
年
後
に
は
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
え
ひ
め
国
体
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
「
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句

大
賞
」
の
発
展
と
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
」
の
成
功
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

え
が
おえ

が
お
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田
坂　

清
太
（
愛
媛
県
俳
句
協
会
副
会
長
）

　

今
回
の
審
査
の
中
で
「
水
泳
」
、
「
ボ
ー
ト
」
な
ど
季
語
そ
の
も
の
を
表
わ
す
部
門
で
の
季
重
り
、
「
サ
ッ
カ
ー
」
、
「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
」
な
ど
季
語
を
表
わ
さ
な
い
部
門
で
の
無
季
俳
句
の
多
さ
が
目
に
つ
い
た
。

　

私
の
担
当
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
門
一
般
の
第
一
句
は
、
「
自
ら
が
熱
球
と
な
り
ゴ
ー
ル
決
め
」
で
あ
っ
た
。
無
季
俳
句
で
あ
る
が
気
持
ち

の
こ
も
っ
た
よ
い
句
で
あ
る
。
「
夕
焼
へ
熱
球
と
な
り
ゴ
ー
ル
決
め
」
「
夕
焼
へ
火
の
玉
と
な
り
ゴ
ー
ル
決
む
」
も
っ
と
も
っ
と
よ
く
な

る
句
で
あ
る
。

　

季
語
は
単
に
季
節
を
表
わ
す
言
葉
で
は
な
く
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
、
結
び
つ
き
を
表
わ
す
大
切
な
言
葉
な
の
で
あ
る
。

　

松
森　

向
陽
子
（
愛
媛
県
俳
句
協
会
副
会
長
）

　

ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
は
言
う
ま
で
も
な
く
人
間
が
主
役
で
あ
る
。
然
し
人
間
だ
け
で
は
成
り
立
た
な
い
ス
ポ
ー
ツ
が
殆
ん
ど
で
あ
る
こ

と
に
も
っ
と
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
付
か
せ
た
の
が
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
意
味
を
含
め
て
「
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
始
ま
り
大
薬
缶
」
に
強
く
心
を
動
か
さ
れ
た
。
大
薬
缶
が
無
け
れ
ば
魔
法
の
水
は
全
く
別
の

イ
メ
ー
ジ
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

髙
岡　

周
子
（
愛
媛
県
俳
句
協
会
副
会
長
）

　

「
札
の
辻
過
ぎ
れ
ば
ゴ
ー
ル
椿
東
風
」
こ
の
句
は
目
前
の
感
動
を
心
の
中
の
風
景
と
し
て
き
ち
ん
と
描
い
て
お
り
、
地
名
を
生
か
し
た

臨
場
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
と
は
い
え
短
い
詩
に
は
変
わ
り
な
い
。
十
七
音
の
こ
と
ば
が
紡
ぎ
出
す
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

の
ド
ラ
マ
が
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
の
楽
し
さ
を
覚
え
た
。

　

川
本　

征
紀
（
愛
媛
県
美
術
会
評
議
員
、（
一
社
）二
科
会
写
真
部
会
員
・
理
事
）

　

今
回
の
応
募
作
品
は
16
種
目
競
技
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
真
剣
さ
が
伝
わ
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
写
真
表
現
の
擦
り
合

わ
せ
を
繰
り
返
し
、
金
賞
・
３
点
、
銀
賞
・
３
点
、
銅
賞
・
４
点
を
選
考
し
、
大
賞
作
品
は
金
賞
作
品
か
ら
俳
句
表
現
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し

た
、
小
川
真
名
美
さ
ん
（
愛
媛
県
）
の
「
炎
昼
に
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
十
八
番
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
以
下
各
賞
は
競
技
の
周
辺
を
観
察
さ

れ
た
作
者
の
熱
心
な
カ
メ
ラ
眼
を
印
象
づ
け
る
秀
作
で
す
。

　

宮
内　

幸
男
（
愛
媛
県
美
術
会
常
任
評
議
員
）

　

ス
ポ
ー
ツ
と
写
真　

違
う
異
次
元
を
俳
句
で
、
一
つ
に
表
現
す
る
難
し
さ
、
底
流
に
あ
る
の
は
心
の
読
み
方
で
あ
る
。
作
者
と
競
技
者

の
一
体
感
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
び
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
大
賞
「
炎
昼
に
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
十
八
番
」
小
川
真
名
美
氏
の
句
、
今
私
の
一

番
得
意
な
シ
ュ
ー
ト
の
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
た
、
自
分
の
背
番
号
の
十
八
と
得
意
な
お
は
こ
を
掛
け
合
わ
せ
た
写
真
と
俳
句
の
一
体
感

を
感
じ
る
。
金
賞
、
高
橋
一
吉
氏
の
句　

短
距
離
競
争
は
ス
タ
ー
ト
が
命
、
緊
張
の
上
に
ま
た
緊
張
の
場
面
に
風
が
吹
く
、
一
瞬
の
ス
タ

ー
ト
の
春
の
風
を
詠
ま
れ
た
秀
作
。
金
賞
、
藤
原
利
忠
氏
の
句
、
春
の
甲
子
園
は
推
薦
で
あ
る
、
高
野
連
か
ら
の
電
話
は
入
り
、
部
員
一

同
歓
喜
の
帽
子
投
げ
、
青
空
い
っ
ぱ
い
広
が
る
中
に
帽
子
が
舞
う
、
い
い
情
景
の
中
に
句
を
詠
ん
で
い
る
。

審　

査　

員　

講　

評

講　
　

評
審
査
委
員
長　

福
谷　

俊
子
（
愛
媛
県
俳
句
協
会
会
長
）

　

第
十
三
回
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
の
選
句
を
初
め
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
種
目
の
多
さ
に
驚
く
と
同
時

に
、
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
熱
意
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
従
来
ど
お
り
俳
句
の
本
質
が
き
っ
ち
り
と
備
わ
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
臨
場
感
の
あ
る
感

動
の
表
現
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
「
え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞
」
一
般
の
部
は
、
〈
秋
晴
の
勝
利
の
腿
を
叩
き
け
り
〉
（
愛
媛
県
・
櫛
部
天
思
さ
ん
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
し
ま
な
み
海
道
を
自
転
車
で
走
破
し
た
作
者
ご
自
身
を
詠
ま
れ
た
句
か
と
思
い
ま
す
。
勝
利
の
腿
を
叩
く
と
い
う
表
現
に
、

静
か
な
喜
び
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
晴
の
一
日
、
燃
焼
し
き
っ
た
充
足
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
爽
快
な
句
で
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
の
大
賞
は
、

〈
夕
焼
け
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
ホ
ー
ム
ラ
ン
〉
（
神
奈
川
県
・
佐
藤
洸
希
さ
ん
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
競
技
名
は
そ
の
他
の
部
に
な
り
ま
す

が
、
野
球
好
き
な
少
年
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
渾
身
の
一
振
り
の
あ
と
空
高
く
飛
ん
で
ゆ
く
ボ
ー
ル
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
ま
る
で
夕
焼

け
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
た
の
で
し
ょ
う
。
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
の
大
賞
は
、
〈
炎
昼
に
シ

ュ
ー
ト
を
放
つ
十
八
番
〉
（
愛
媛
県
・
小
川
真
名
美
さ
ん
）
が
推
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
若
い
人
た
ち
に
最
も
人
気
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
の
写
真
と

俳
句
で
す
が
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
強
烈
な
色
と
、
ボ
ー
ル
に
集
中
す
る
少
女
の
固
く
結
ん
だ
口
元
、
逞
し
い
脚
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
感
じ

ま
す
。
写
真
が
あ
っ
て
、
下
五
の
〈
十
八
番
〉
が
納
得
で
き
る
句
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
に
は
、
六
十
四
年
ぶ
り
に
え
ひ
め
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
さ
れ
る
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
は

苦
手
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
俳
人
の
方
々
も
溌
剌
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
と
け
込
ん
で
、
是
非
一
句
に
挑
戦
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。
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炎
昼
に

シ
ﾕ　

ト
を
放
つ

十
八
番

え
ひ
め
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
賞　

受
賞
作
品

俳
句
部
門
（
一
般
）
大
賞

俳
句
部
門
（
ジ
ュ
ニ
ア
）
大
賞

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門　
大
賞

秋
晴
の
勝
利
の
腿
を
叩
き
け
り

夕
焼
け
を
こ
わ
し
て
し
ま
つ
た
ホ　

ム
ラ
ン

愛
媛
県　

櫛　

部　

天　

思

神
奈
川
県　

佐　

藤　

洸　

希

愛
媛
県　

小　

川　

真
名
美
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汗
と
泥
ま
み
れ
ノ
ー
サ
イ
ド
の
握
手稲

井　

達
夫

（
愛　

媛
）

春
風
が
走
る
ぼ
く
ら
を
追
い
か
け
る内　

田　

大　
空

（
青　

森
）

遠
雷
や
サ
イ
ン
に
三
度
首
を
振
り

長
峯　

福
太
郎

（
東　

京
）

あ
と
一
球
汗
が
手
の
ひ
ら
伝
う
と
き金　

木　

壮　
太

（
神
奈
川
）

逆
転
の
一
投
に
沸
く
天
高
し

井
門　

敬
之

（
愛　

媛
）

一
本
を
取
り
に
行
く
ぞ
と
汗
握
る

福　
田　

竜　
也

（
青　

森
）

あ
い
テ
レ
ビ
賞

あ
い
テ
レ
ビ
賞

愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
賞

愛
媛
新
聞
社
賞

愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
賞

愛
媛
新
聞
社
賞

「
報
道
関
係
賞
」

「
報
道
関
係
賞
」

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

雷
鳴
や
瞬
き
も
な
く
シ
ャ
ト
ル
落
つ森

田　

知
哉

（
熊　

本
）

さ
か
あ
が
り
ぐ
る
り
と
あ
き
の
そ
ら
う
ご
く

田　
坂　

優　
衣

（
愛　

媛
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
放
送
局
賞

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

ド
リ
ブ
ル
の
音
あ
ざ
や
か
に
秋
澄
め
り信　

安　

淳　
子

（
岡　

山
）

ス
ト
レ
ー
ト
パ
ン
チ
命
中
汗
が
と
ぶ石　

黒　

晴　
奈

（
青　

森
）

札
の　

過
ぎ
れ
ば
ゴ
ー
ル
椿
東
風

平
岡　

喜
代
美

（
愛　

媛
）

ス
ト
ラ
イ
ク
涙
で
に
じ
む
夏
の
空

和　
泉　
　
　
颯

（
愛　

媛
）

テ
レ
ビ
愛
媛
賞

テ
レ
ビ
愛
媛
賞

南
海
放
送
賞

南
海
放
送
賞

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア
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「
俳
句
部
門
」（
一
般
）

「
俳
句
部
門
」（
一
般
）

金
賞

銀
賞

バ
ー
の
影
濃
き
炎
昼
の
ハ
イ
ジ
ャ
ン
プ松　

田　

健　
嗣

（
山　

梨
）

陸　

上

万
緑
を
切
り
裂
く
玉
の
白
き
筋

小　
林　
　
　
功

（
千　

葉
）

ゴ
ル
フ

ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
始
ま
り
大
薬
缶

今　
井　

克　
己

（
静　

岡
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

黒
金
の
鎖
の
先
の
若
葉
か
な

岸　
野　

孝　
彦

（
兵　

庫
）

山　

岳

バ
ー
ベ
ル
に
秋
の
重
さ
が
加
わ
っ
て久　

保　

開　
地

（
埼　

玉
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

三
遊
間
守
り
き
っ
た
る
夏
終
る

黒　
田　

美　
穂

（
愛　

媛
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ボ
ク
サ
ー
の
ほ
ん
と
は
や
さ
し
か
き
氷戸　

田　

政　
和

（
愛　

媛
）

ボ
ク
シ
ン
グ

思
ひ
き
り
秋
風
叩
く
テ
ニ
ス
か
な

篠
原　

み
ど
り

（
愛　

媛
）

テ
ニ
ス

鰯
雲
静
か
に
激
す
セ
ー
リ
ン
グ

毛　
利　

喜　
勢

（
愛　

媛
）

セ
ー
リ
ン
グ

8

夕
焼
に
濡
れ
て
カ
ヌ
ー
の
戻
り
け
り藤　

林　

正　
則

（
北
海
道
）

蒸
し
暑
さ
は
ら
う
ダ
ン
ク
の
シ
ュ
ー
ト
か
な

川　
岸　
　
　
蓮

（
青　

森
）

泳
ぎ
き
る
九
十
二
歳
の
ピ
ン
ク
帽

山
本　

佐
惠
美

（
愛　

媛
）

か
じ
か
む
手
「
ギ
ュ
ッ
」
と
握
っ
て
キ
ッ
ク
オ
フ

轟　　
　

大　
亮

（
愛　

媛
）

愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
賞

愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
賞

Ｆ
Ｍ
愛
媛
賞

Ｆ
Ｍ
愛
媛
賞

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア

一　

般

ジ
ュ
ニ
ア
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入
選

稲
妻
を
コ
ー
ト
に
落
と
す
ア
タ
ッ
カ
ー松　

永　

智　
文

（
愛　

知
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

天
高
し
思
ひ
の
ま
ま
の
ト
ス
あ
が
る渡　

辺　

国　
夫

（
愛　

媛
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

白
き
息
ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
が
き
ま
り
け
り

曽
根
原　

幸
人

（
長　

野
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

青
北
風
や
敗
者
の
涙
は
れ
や
か
に

土　
居　

紀　
子

（
香　

川
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

素
振
り
百
回
秋
富
士
へ
豆
剣
士

松　
田　

健　
嗣

（
山　

梨
）

剣　

道

総
立
ち
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
西
日
濃
し

岡　
本　

典　
子

（
愛　

媛
）

そ
の
他

夕
立
を
楽
し
ん
で
い
る
漕
ぎ
手
か
な吉　

川　

太　
郎

（
京　

都
）

ボ
ー
ト

一
気
に
ス
キ
ー
妻
で
も
主
婦
で
も
な
い
時
間

土
居　

富
美
子

（
愛　

媛
）

ス
キ
ー

日
の
盛
り
ハ
ー
ド
ル
倒
し
ま
た
倒
し渦

岡　

く
み
子

（
愛　

媛
）

陸　

上

畳
打
つ
音
の
激
し
や
寒
稽
古

信　
原　
　
　
聡

（
東　

京
）

柔　

道
銅
賞

入
選

ト
ラ
ツ
ク
の
線
く
つ
き
り
と
涼
新
た渡　

部　

秀　
美

（
宮　

崎
）

陸　

上

防
具
よ
り
銃
剣
道
の
汗
噴
け
る

髙　
石　

幸　
平

（
愛　

媛
）

銃
剣
道

ボ
ロ
ボ
ロ
の
か
ら
だ
崩
れ
る
ノ
ー
サ
イ
ド

中　
原　
　
　
修

（
大　

阪
）

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

十
本
の
ピ
ン
を
倒
し
て
除
夜
の
鐘

高　
橋　

一　
鳳

（
新　

潟
）

ボ
ウ
リ
ン
グ

調
教
の
湯
気
立
ち
の
ぼ
る
馬
体
か
な吉　

川　

弘　
子

（
神
奈
川
）

馬　

術

秋
空
に
向
け
て
ボ
ー
ル
を
か
っ
と
ば
す笹　

沼　

洋　
人

（
埼　

玉
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

空
手
道

ス
マ
シ
ュ
に
カ
ッ
ト
で
返
す
外
は
雪山

﨑　

シ
マ
子

（
愛　

媛
）

卓　

球

調
子
と
る
蜩
の
声
高
く
な
り

印　
出　

哲　
久

（
神
奈
川
）

ク
レ
ー
射
撃

遭
難
碑
ケ
ル
ン
を
積
ん
で
祈
り
け
り江　

田　

三　
峰

（
北
海
道
）

山　

岳

凍
つ
い
た
海
に
向
っ
て
素
手
素
足

梅　
津　

康　
治

（
山　

形
）
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金
賞

銀
賞

カ
キ
ー
ン
と
鳴
り
響
く
音
夏
の
空

赤　
星　
　
　
空

（
熊　

本
）

軟
式
野
球

ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
ー
ン
の
滑
る
寒
の
入
り館　

脇　
　
　
力

（
青　

森
）

ボ
ウ
リ
ン
グ

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

竹
刀
ふ
る
流
れ
る
汗
を
気
に
せ
ず
に岩　

永　

稜　
人

（
長　

崎
）

剣　

道

息
合
わ
せ
漕
ぐ
激
流
の
カ
ヌ
ー
か
な宮　

木　

利　
幸

（
青　

森
）

カ
ヌ
ー

1
0
点
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
秋
日
和小　

原　

佳　
子

（
愛　

媛
）

水
飛
沫
プ
ー
ル
の
端
に
突
き
刺
さ
る渋　

谷　

憲　
伸

（
青　

森
）

水　

泳

夏
空
の
空
気
切
裂
く
矢
を
放
つ

田　
中　

龍　
二

（
長　

崎
）

弓　

道

雷
鳴
や
ア
タ
ッ
ク
打
ち
込
む
腕
し
な
る三　

好　

菜　
海

（
愛　

媛
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

炎
天
や
の
こ
り
一
周
漕
ぐ
ペ
ダ
ル

松　
谷　

拓　
人

（
青　

森
）

自
転
車

12

入
選

ホ
ッ
ピ
ン
グ
か
み
な
び
か
せ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン

乗　
松　

愛　
准

（
愛　

媛
）

そ
の
他

玉
の
汗
そ
の
ま
ま
に
し
て
僕
は
打
つ鎌　

田　

祥　
平

（
愛　

媛
）

軟
式
野
球

秋
日
和
地
面
を
け
っ
て
突
っ
走
る

石
川　

紗
理
依

（
愛　

媛
）

陸　

上

汗
ふ
か
ず
精
神
統
一
矢
を
放
つ

都　
築　

美　
尋

（
愛　

媛
）

弓　

道

風
に
な
り
静
か
に
滑
る
ス
キ
ー
か
な近　

藤　

央　
葵

（
愛　

媛
）

ス
キ
ー

銅
賞

「
俳
句
部
門
」（
ジ
ュ
ニ
ア
）

「
俳
句
部
門
」（
ジ
ュ
ニ
ア
）

炎
昼
や
一
心
不
乱
に
オ
ー
ル
漕
ぐ

岡　
村　

和　
樹

（
青　

森
）

ボ
ー
ト

か
け
ぬ
け
て
落
ち
葉
と
と
も
に
テ
ー
プ
切
る

内　
田　

理　
奈

（
長　

崎
）

陸　

上

跳
ん
で
や
る
夏
空
高
く
だ
れ
よ
り
も宮　

本　

佳　
幸

（
長　

崎
）

陸　

上

と
び
こ
み
が
や
っ
と
で
き
た
よ
な
つ
の
く
も

原　
田　

泰　
輔

（
愛　

媛
）

水　

泳

風
を
切
る
バ
ト
ン
を
わ
た
し
光
る
汗立　

木　
　
　
希

（
愛　

媛
）

陸　

上
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ス
マ
ッ
シ
ュ
で
暑
さ
ふ
き
と
ぶ
強
い
た
ま

川　
崎　

綾　
香

（
神
奈
川
）

卓　

球

た
か
だ
か
と
夕
日
め
が
け
て
シ
ュ
ー
ト
決
め

脇　
山　

楓　
加

（
長　

崎
）

サ
ッ
カ
ー

シ
ュ
ー
ト
決
め
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
光
る
汗

栗　
田　
　
　
歩

（
愛　

媛
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
風
に
と
ば
さ
れ
秋
の
空小　

倉　

雅　
弘

（
愛　

媛
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ド
リ
ブ
ル
で
相
手
を
ぬ
い
て
レ
イ
ア
ッ
プ

小　
林　

駿　
輔

（
神
奈
川
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

入
選

高　
橋　

一　
吉

（
兵　

庫
）

ス
タ
ー
ト
の
緊
張
ほ
ぐ
す
春
の
風

藤　
原　

利　
忠

（
愛　

媛
）

金　賞
●その他

甲
子
園
喜
び
届
く
春
切
符

金　
賞

●
陸　

上

運
動
会
空
を
め
が
け
て
バ
チ
を
さ
す武　

智　

裕　
哉

（
愛　

媛
）

そ
の
他

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
う
ま
く
な
っ
た
よ
あ
き
の
夜

堀　
内　

美　
来

（
愛　

媛
）

そ
の
他

あ
き
の
か
ぜ
て
つ
ぼ
う
す
る
よ
が
ん
ば
る
よ

清
水
川　

紫
苑

（
愛　

媛
）

そ
の
他

夕
立
や
空
を
切
り
裂
く
白
い
球

星　
加　

紗　
月

（
愛　

媛
）

軟
式
野
球

炎
天
に
向
け
て
一
振
り
ホ
ー
ム
ラ
ン川　

岸　

菜　
々

（
青　

森
）

軟
式
野
球

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
」入
賞
作
品

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
」入
賞
作
品



17 16

亀
田　

由
美
子

（
愛　

媛
）

挑
む
夏
投
手
の
背
に
は
迷
路
の
テ
ー
プ

鳴　
滝　

久　
照

（
愛　

媛
）

蟬
が
鳴
く
心
引
き
締
め
弓
を
引
く

小
田
中　

準
一

（
千　

葉
）

天
高
し
後
に
は
引
か
ぬ
一
騎
打
ち

鎌
田　

奈
緒
子

（
秋　

田
）

諦
め
な
い
今
は
ビ
リ
で
も
い
ず
れ
勝
つ

銀　
賞

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

銀　
賞

●
弓　

道

銀　賞
●その他

銅 賞
●陸　上
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小　
田　

和　
子

（
兵　

庫
）

健
康
に
人
生
歩
む
秋
日
和

田　
坂　

貞　
光

（
愛　

媛
）

団
結
に
光
り
生
ま
れ
し
鰯
雲

銅
賞

●
そ
の
他

銅 賞
●その他

吉　
田　

希　
海

（
福　

岡
）

弓
は
今
己
と
な
り
し
牡
鹿
の
目

銅 賞
●弓　道
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大
い
な
る
青
嶺
間
近
に
弓
を
引
く

グ
ラ
ン
ド
の
土
を
袋
に
夏
終
わ
る

爽
や
か
に
着
地
が
決
ま
る
跳
馬
か
な

減
量
の
ボ
ク
サ
ー
眼
ぎ
ら
ぎ
ら
と

初
空
に
念
じ
ピ
ン
球
一
打
せ
り

ひ
た
走
り
を
り
元
朝
の
土
佐
礼
子

冬
晴
れ
や
レ
イ
ズ
岩
村
凱
旋
す

青
野
令
飛
ん
で
世
界
の
雪
光
る

調
教
を
終
へ
て
少
女
が
馬
冷
や
す

射
撃
手
と
し
て
秋
風
に
正
対
す

晩
夏
光
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
が
ビ
シ
と
鳴
る

天
高
し
意
地
で
突
っ
込
む
ハ
イ
パ
ン
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
か
じ
か
む
指
が
シ
ュ
ー
ト
す
る

う
で
ず
も
う
互
い
の
顔
が
さ
る
に
な
る

挑
戦
者
す
べ
っ
て
転
ん
で
雪
だ
る
ま

か
じ
か
む
手
ラ
ケ
ッ
ト
だ
け
は
離
さ
な
い

夏
の
雲
び
し
っ
と
き
ま
る
テ
ニ
ス
か
な

せ
み
が
な
く
ぎ
ゃ
く
て
ん
勝
ち
で
ぼ
く
も
な
く

ラ
ケ
ッ
ト
を
た
め
こ
ん
で
う
つ
春
の
風

マ
ラ
ソ
ン
の
足
取
り
軽
く
春
近
し

ボ
ー
ル
投
げ
自
己
新
記
録
天
高
し

ス
ノ
ボ
ー
で
転
ん
だ
人
に
さ
し
出
す
手

な
わ
と
び
が
う
ま
く
と
べ
た
よ
あ
き
の
そ
ら

ぎ
ゅ
っ
と
持
つ
バ
ト
ン
の
色
は
秋
の
色

青
森
県

北
海
道

沖
縄
県

神
奈
川
県

愛
媛
県

愛
媛
県

愛
媛
県

愛
媛
県

北
海
道

神
奈
川
県

愛
媛
県

埼
玉
県

阿
久
津
凍
河

石
川　

旭
峰

多
良
間
典
男

竹
澤　
　

聡

長
井　

初
恵

北
村　

知
江

岩
藤　

富
子

篠
崎　

伶
子

江
田　

三
峰

竹
澤　
　

聡

三
原　

靖
彦

糟
谷　

憲
宏

愛
媛
県

愛
知
県

広
島
県

愛
媛
県

愛
媛
県

愛
媛
県

千
葉
県

愛
媛
県

愛
媛
県

青
森
県

愛
媛
県

愛
媛
県

田
窪　

千
恵

矢
島　
　

蒼

新
開　

真
梨

星
加　

里
奈

菅　
　

凌
也

坂
井　

亮
太

松
田　

萌
花

中
西
ち
な
つ

竹
田　

拓
斗

田
中　

未
美

武
智　

姫
花

今
井
歌
乃
子

過
去
の
大
賞
受
賞
作
品
（
俳
句
部
門
）

過
去
の
大
賞
受
賞
作
品
（
俳
句
部
門
）

一

般

の

部

ジ

ュ

ニ

ア

の

部

6 5 4 3 2 回11112 10 9 8 7第
４
回

ア
ン
コ
ー
ル

友
の
声
援

春
ま
つ
り

八
木　

重
明

（
愛
媛
県
）

第
３
回

手
く
び
よ
り

太
い
つ
な
引
く

秋
の
風

村
田　
　

涼

（
愛
媛
県
）

第
２
回

炎
天
下

ス
タ
ー
ト
を
切
る

息
つ
め
て

谷
口
波
詞
雄

（
愛
媛
県
）

第
１
回

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

泳
者
の
飛
沫

ほ
と
ば
し
る

大
野　

直
孝

（
愛
媛
県
）

第
８
回

天
高
く

吼
え
て
騎
馬
武
者

帽
子
狩
り

菅　

貴
久
代

（
愛
媛
県
）

第
７
回

イ
ン
コ
ー
ス

冷
や
り
と
ひ
ら
り
と

か
わ
し
け
り

藤
原　

利
忠

（
愛
媛
県
）

第
６
回

春
風
や

ふ
わ
り
と
バ
ー
を

超
え
て
ゆ
く

菅　
　

伸
明

（
愛
媛
県
）

第
５
回

小
春
日
に

地
獄
に
ヒ
タ
ヒ
タ

忍
び
寄
り

大
本　

和
彰

（
愛
媛
県
）

第
11
回

天
を
指
す

一
糸
乱
れ
ぬ

秋
の
舞
い

小
田
中
準
一

（
千
葉
県
）

第
10
回

射
抜
か
む
や

最
後
の
夏
の遠き

的

渡
部　

雅
人

（
愛
媛
県
）

第
９
回

挙
が
ら
ぬ
を

挙
げ
る
根
性光る

汗

菅　
　

伸
明

（
愛
媛
県
）

第
12
回

天
高
く驚異

の
粘
り

バ
ー
を
越
え

鳴
滝　

久
照

（
愛
媛
県
）

し
ぶ
き

過
去
の
大
賞
受
賞
作
品
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
）

過
去
の
大
賞
受
賞
作
品
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
部
門
）
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一宮グループ
Next Is the Best

代表：一宮　捷宏

い
まに

満足
せず、

さらに次の最善をめざす
。

一宮グループ本部　〒792-8584　新居浜市西原町 2-4-34　TEL0897-34-3933　http://www.ichimiya.co.jp

「愛」ある街のホームドクター

〒790-0002　愛媛県松山市二番町 4丁目 2番地 11
TEL：（089）946-1111㈹　http://www.shinkin.co.jp/ehime/

大亀スポーツ振興財団は、
　愛媛におけるスポーツの発展に努め、

愛媛を基盤に活躍する人たちや団体を支援します。

公益財団法人　大亀スポーツ振興財団
理事長　大亀　孝裕

〒791－8517　松山市美沢1－9－1
TEL（089）927－1660　http://www.daiki-grp.co.jp/zaidan/

えひめ の
観光物産館

観光部門

開館時間／午前9時～午後6時
休 館 日／水曜日（但し、祝祭日の場合は開館）
　　　　　年末年始（12/29～1/3）

物産部門

TEL.089-961-4500
TEL.089-961-4501

愛媛県松山市大街道3丁目6-1（岡崎産業ビル1階）

がえ お

（社）愛媛県観光物産協会

えひめ愛顔の観光物産館
http://www.iyonet.com/

検索

ロープウェイ
のりば●

ロープウェイ
のりば●

一番町通り
大街道

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
街

東京第一ホテル松山
〒790－0006　愛媛県松山市南堀端町6－16
TEL：089－947－4411　FAX：089－947－4420

http://www.td-mat.co.jp/

本　　　社／愛媛県四国中央市川之江町156

東京営業所／東京都台東区上野1-18-11

（0896）58-3373
（0896）58-2105
（03）3835-2939

TEL
FAX
TEL

E-mail　info@mikitoku.co.jp　　URL　http://www.mikitoku.co.jp

特殊紙の

フリーダイヤル　0120-784818
http://yamadayamanju.jp
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頭取

松山市勝山町二丁目 1番地　TEL089－933－1111㈹

愛のオレンジロード詳しくはWEBで 検索

JA全農えひめ
http://www.eh.zennoh.or.jp

「愛のオレンジロード」展開中！
カラダに「愛」を。愛媛のみかん
２０１４.１１.３～２０１５.４.１４




